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「
第
44
回
全
国
中
学
校
相

撲
選
手
権
大
会
」
は
８
月

23
・
24
の
両
日
、
徳
島
県
で

開
か
れ
、
佐
々
木
剣け

ん
し
ん心

さ
ん

（
御
荘
中
３
年
）
の
所
属
す

る
相
撲
部
が
団
体
の
部
で
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
相
撲
大
会
の
団
体
戦
は

３
人
で
１
チ
ー
ム
。
予
選
は

３
回
戦
で
行
わ
れ
、
白
星
の

多
い
32
校
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
進
出
。
御
荘
中
は
５

位
で
予
選
通
過
、
そ
の
勢
い

で
準
決
勝
ま
で
進
み
ま
し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は「
相
手
に

押
し
勝
つ
自
分
の
相
撲
が
取

れ
た
。
悔
し
い
３
位
だ
っ
た

の
で
、
愛
媛
国
体
に
向
け
て

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
」と

力
を
込
め
ま
し
た
。

入
賞
の
盾
と
メ
ダ
ル
を
持
ち
︑
笑
顔
で

取
材
に
応
え
る
佐
々
木
さ
ん

御
荘
中
学
校
相
撲
部
が
全
国
３
位

内
子
町
出
身
の
佐
々
木
選
手
が
躍
動

全
国
の
舞
台
で
大
き
く
羽
ば
た
け

各
大
会
出
場
者
の
壮
行
会

　

ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
出

場
者
の
壮
行
会
が
９
月
９

日
、
内
子
町
役
場
本
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
４
人
の
選

手
が
出
席
し
、
稲
本
隆た

か
と
し壽

町

長
か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

全
日
本
女
子
相
撲
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る
大
藤

来く
る
み美

さ
ん（
内
子
小
６
年
）は
、

「
勝
っ
て
も
負
け
て
も
、
悔

い
が
残
ら
な
い
勝
負
が
し
た

い
で
す
」と
力
強
く
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

メ
ダ
ル
を
手
に
爽
や
か
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
た
岩
中
さ
ん

愛
媛
国
体
の
剣
道
強
化
選
手
チ
ー
ム

期
待
が
膨
ら
む
全
国
３
位
入
賞

　
「
第
９
回
全
日
本
都
道
府

県
対
抗
少
年
剣
道
優
勝
大

会
」
が
９
月
14
日
、
大
阪
府

で
開
か
れ
、
愛
媛
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
岩
中
ま
り
な

さ
ん（
小
田
中
３
年
）
が
３

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
先
鋒
・
次
鋒
が

女
子
、
中
堅
以
降
は
男
子
が

戦
い
、
岩
中
さ
ん
は
次
鋒
で

出
場
。
チ
ー
ム
は
粘
り
強
い

剣
道
で
勝
ち
上
が
り
、
準
決

勝
の
大
阪
府
戦
で
は
５
人
で

勝
負
が
つ
か
ず
、
代
表
戦
で

勝
敗
を
決
め
る
大
接
戦
と

な
り
ま
し
た
。
岩
中
さ
ん
は

「
次
鋒
の
役
割
を
果
た
せ
て

よ
か
っ
た
。
皆
さ
ん
の
応
援

の
お
か
げ
で
力
が
湧
き
ま
し

た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

氏名（区名） 競技名 大会名 開催場所
大藤　来

くるみ

美（内子21） 相撲 第19回全日本女子相撲選手権大会 鳥取県立武道館

大野　恵
え あ

愛（内子17） 相撲 第19回全日本女子相撲選手権大会 鳥取県立武道館

清水　未
みらい

来（内子17） 相撲 第19回全日本女子相撲選手権大会 鳥取県立武道館

岩中まりな（宮原） 剣道 第９回全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会 舞洲アリーナ（大阪府）

一宮　　僚
りょう

（程内） ボクシング 第68回全国高等学校ボクシング選手権大会 茅ヶ崎市総合体育館（神奈川県）

水野　泰
たいすけ

輔（内子21） 空手 第41回全国高等学校空手道選手権大会 印西市松山下公園総合体育館（千葉県）

水野めぐみ（内子21） 空手 第41回全国高等学校空手道選手権大会 印西市松山下公園総合体育館（千葉県）

水野　恭
きょうすけ

輔（内子21） 空手 第58回全日本学生空手道選手権大会 大阪市中央体育館（大阪府）

■全国大会出場者一覧（敬称略）
　

内
子
町
は
９
月
６
日
、
明

る
い
長
寿
社
会
を
目
指
す「
内

子
町
健
康
ま
つ
り
２
０
１
４
」

を
共
生
館
で
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
日
頃
の
健
康
管
理

や
地
域
活
動
の
参
加
に
努
め

た
人
に
贈
ら
れ
る「
高
池
健

康
づ
く
り
優
良
者
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
竹
本
裕ゆ

た
か

さ
ん

ら
６
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
ら
く
さ

ぶ
ろ
う
さ
ん
が「
一
日
一
笑
、

自
分
の
た
め
に
」
と
題
し
て

登
壇
。
日
常
生
活
で
見
つ
け

た
面
白
い
話
で
、
会
場
を
笑

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、

参
加
者
は
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
る
受
賞
者
の
皆
さ
ん
︒
竹

本
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
た

笑
顔
と
運
動
で
健
康
な
毎
日
を

「
内
子
町
健
康
ま
つ
り
２
０
１
４
」

地
域
活
動
に
活
用
し
ま
す

宝
く
じ
助
成
で
備
品
を
整
備

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、
地
域
社
会
の
発

展
と
社
会
福
祉
の
向
上
を
目

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
受
け
て
26
年

度
、石
畳
自
治
会
と
ち
び
っ
こ

和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
和わ

か
な奏

が
地

域
活
動
に
必
要
な
備
品
な
ど

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

石
畳
自
治
会
は「
し
だ
れ

桜
ま
つ
り
」や「
水
車
ま
つ
り
」

な
ど
の
地
域
交
流
事
業
な
ど

に
活
用
す
る
、
そ
ば
専
用
ミ

キ
サ
ー
、ポ
ン
菓
子
機
、炊
飯

器
な
ど
を
購
入
し
ま
し
た
。ち

び
っ
こ
和
太
鼓
サ
ー
ク
ル
和

奏
は
、
太
鼓
や
台
座
な
ど
を

購
入
し
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
や
演
奏
会
で
活
用
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

政
策
調
整
班

☎
０
８
９
３（
４
４
）６
１
５
１

１

２
1_ちびっこ和太鼓サークル和奏が整備した太
鼓一式　2_石畳自治会が購入した備品一式

現
場
写
真
で
災
害
状
況
や
救
助
作
業
に

つ
い
て
説
明
す
る
福
桝
宏ひ
ろ
あ
き昭

隊
長（
右
）

広
島
市
の
大
規
模
土
砂
災
害

消
防
署
の
派
遣
隊
が
活
動
報
告

　

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務

組
合
は
９
月
３
日
、
町
長
室

で「
広
島
市
土
砂
災
害
緊
急

消
防
援
助
派
遣
」の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

広
島
市
で
は
８
月
19
日
の

深
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
の

豪
雨
に
よ
り
、
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
。
多
数
の
行

方
不
明
者
の
捜
索
・
救
助
の

た
め
、
同
消
防
事
務
組
合
か

ら
３
部
隊
・
15
人
が
交
替
で

現
地
に
出
動
し
ま
し
た
。

　

菊
岡
幸こ
う
ぞ
う造
隊
長
ら
３
人
か

ら
、
現
場
状
況
や
８
日
間
の

活
動
内
容
の
報
告
を
受
け
、

稲
本
隆た
か
と
し壽

町
長
は「
内
子
町

に
も
起
こ
り
得
る
災
害
。
防

災
へ
の
対
応
を
徹
底
し
た
い
」

と
気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
27
頁
）

（
上
段
左
か
ら
）稲
本
町
長
︑亀
岡
教

育
長（
下
段
左
か
ら
）岩
中
さ
ん
︑

清
水
さ
ん
︑大
野
さ
ん
︑大
藤
さ
ん

２


